


安全上のこ注意
ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。お読みになった後は、
いつでも見られるところに必ず保管してください。
ここに示した注意事項は、 製品を安全に正しくお使いいただき、 あなたや他の人々への危害や損害を未
然に防止するためのものです。
誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を 「警告」「注意」 の2つに区分しています。いずれ
も安全に関する重大な内容ですので、 必ず守ってください。
●本製品は家庭用です。業務用または一般家庭以外での使用や 取扱説明書の指示に反する使用につい

て、 弊社は一切の製造責任と保証の責任を負いかねます。

絵表示の例

①
〇記号は、 禁止の行為であることを告げるものです。
図の中や 近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が表記されています。

e :戸贔1:〗；二；［贔塁言；誓ご:二::�旦二喜塁望°セントから抜く）が表記さ
れています。

△-生誤った取り扱いをしたときに、
冨= 人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容です。

電源・電源コー ド

◎臼15A・交流100Vの
。電源プラグは根元〇三]訃==コンセントを単独で 片方は空ける まで確実に差し込む

指示使用する 0 指示

他の機器と併用すると、発熱による火災や
差し込みが不完全な場合、感電•発熱

故障の原因になります。
による火災の原因になります。

●延長コ ー ドも定格15Aのものを単独 ●傷んだ電源プラグ・ゆるんだコンセ

でお使いください。 ントは使わないでください。

使用中、電源プラグや電源コー
電源プラグ のほこりなどは、

ドが異 常に熱くなると き は、 定期的に取り除く

ただちに使用を中止する プラグにほこりなどがたまると、湿気などで

そのまま使うと、ショ ー トや発火するお
絶縁不良となり、 火災の原因になります。

それがあリます。弊社修理センタ ーまで ●電源プラグを抜き、乾いた布で拭いて

ご相談ください。 ください。

異常が生じた場合は直ちに使用 ®
ぬれた手で、電源プラ

を中止し、電源プラグを抜く グの抜き差しはしない 履✓萎綬
そのまま使うと、ショ ー トや発火するお

禁止 感電の原因になります。
それがあります。弊社修理センタ ーまで 電源プラグや電源コ ー ドを破損
ご相談ください。 するようなことはしない

®
霰原コー ドが傷んだり、コンセン 傷つけたり、加工したり、 熱器具に近づ
トの差し込みが緩いときは使用 けたり、無理に曲げたり、ねじったり、ひっ

禁止しない ぱったり、 重い物を載せたり、束ねたり

そのまま使うと、感電、ショ ー トや発火 しないでください。傷んだまま使うと、

するおそれがあります。 感電・ショ ー ト・ 火災の原因になります。
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お取り扱い

①
修理技術者以外の人は、絶対

®
直火（ガス台などや電気ヒ ー

に分解したり修理・改造しない タ ー）、電磁調理器(IH)、電
分解禁止発火したり、 異常作動をしてけがをする 禁止子レンジなどに使わない

おそれがあります。 火災・熱変色·変形·故障の原因になり
電源コ ー ドが損傷した場合は、 そのまま ます。
使用せずに弊社修理センタ ー までご‘相 安全に責任を負う人の監視または
談ください。 指示がない限り、補助を必要とす

®
子供だけで使わせたり、乳幼児 る人（子供を含む） には、単独で
の手の届く所で使わない 使用させない。また、製品で子供

禁止ゃけど．感電・けがをするおそれがあリ が遊ばないように注意する
ます。 やけど．感電・けがをするおそれがあり

本体を水に浸さない
ます。

ショー トしたり・感雷をするおそれがあり ポット、フィルタ ーバスケット、ペー

ます。 パーレスフィルタ ーまたは ペーパー

水タンクに満水ライン(max) よ
フィルタ ーなし可野月しない

り多くの水を入れて、使用しない
やけどや故障をするおそれがあります。

やけど．感電・けがをするおそれがあリ 蒸気が出るところに触ったり、
ます。 手を近づけない

やけどの原因になります。特に乳幼児に
は触れさせないように注意してください。

[ ＆注意雰醤誓霜嘉ば姦均物的損害が想定される内容です。 」｀
電源・電源コ ー ド

e 使用時以外は、電源プラグをコ
ンセントから抜く

コンセント

ヵらはずす
絶縁劣化による感電·漏電火災の原因
になります。

◎ □源プラグを抜くときは、電源
ー ドを持たずに必ず先端の電

指示源プラグを持って引き抜く
感電したりショー トしたりして 、 発火する
おそれがあります。

お取り扱い

◎iンセントに電源プラグを差し
んでいるときは、電源コ ー ド

指ホを引っかけないよう気をつける
本体が落下し、 やけどやけがをするおそ
れがあります。

◎塁認悶喜5分が十分に冷え

指ホ熱いうちに高温部に触れると 、 やけどの
原因になります。

3



安全上のこ注意（続き）

△注意屈倫誓翡誓嘉誓醤閉ょt物的損害が想定される内容です。

®コー ヒ ー 抽出中にポットをはず 。続けてコー ヒ ーを作る場合は、
したり、ポットなしでコー ヒ ー 一度本体の電源をオフにしてか

禁止を抽出しない 指示ら10分以上待つ
コ ー ヒーがこぼれ、やけどの原因になり 抽出後、本体が熱いうちに水を注ぐと、
ます。 蒸気や熱湯が噴き出し、やけどの原因

になります。
コー ヒ ー 抽出中や保温中は本体

®ポットを本体にセットしたまま、を動かさない
やけどの原因になります。 本体を動かさない

禁止落下してやけどや破損の原因になります。
保温するとき以外は、水タンク

コー ヒ ー 抽出中は、フィルターが空の状態で電源を入れない
故障、火災の原因になります。 バスケットの近くに手を近づけ

ない
コー ヒ ー 抽出中は、フィルター フィルタ ーバスケットの周囲から熱い蒸
バスケットを開けない 気が出て、やけどの原因となります。
蒸気が吹き出したり、コ ー ヒーがあふれ コー ヒ ーメ ー カ ーの蒸気が他のたりして、やけどの原因になります。 電気機器に 当たるような場所で
抽出中や抽出後しばらくは高温 使用しない
部（湯出口、フィルターバスケッ 電気機器の火災・故障・変色・変形の
ト、しずくもれ防止キャップ、 原因になります。
保温プレートなど）に触れない ポットはガラス製品であるため、やけどの原因になります。 落としたり、固いものにぶつけ
ポットが熱いうちに水の中に入 たりしない
れたり、水をかけたり、ぬれた ガラスが割れてけがの原因になります。
場所に置かない 不安定な場所や、熱に弱い敷物ポットが割れるおそれがあり、けがの原 の上、可燃物の近く（カ ー テン因になります。 の近くなど）では使わない
付属のポット以外は使用しない 火災の原因になったり、けがややけどを
お湯があふれるなどして、やけどの原因 するおそれがあります。
になります。 壁や家具の近くで使用しない
ガラス窓の近くで使用しない 蒸気または熱で家具を傷め、変色、変形
ヒビが入ったり、割れることがあります。 の原因になります。

ストー ブやガスコンロなど熱源
のそばや直射日光が当たる場所
では使わない
本体のプラスチック部分が熱で損傷し、
けがややけどをするおそれがあります。
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使用上のこ注意

●故障の原因になりますので、 以下の点にご注意ください。

・抽出中は、 蒸気が出るところ（フィルターバスケット、 水タンクふた）をふきんなどで

ふさがない

・ストー ブ、 ガスコンロなど熱源のそば、 直射日光が当たる場所では使わない

•水タンクに水以外のものを入れない

●本製品は、 必ず屋内で使用してください。

●本製品は一般家庭用です。

●本製品は、 業務用や商業用での使用による故障および損傷について、 保証は適
用されません。

例：

・レストランやカフェなどの商業用キッチン

・ビジネスオフィス、 食堂

・ホテル、 民宿などの宿泊施設

●長期閻使用しないときは、 十分に乾燥させた後、 においがつかないようにポリ
袋などに入れて保管してください。
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各部の名称

ペーパーレスフィルター

水タンク

電源コ ー ド

電源プラグ

�J 

計量スプーン 」 保温プ
（すり切り1杯約7g)

ポット

電源
ボタ

〗
三二言〗『

ァロマボタン

しすくもれ防止キャップ

フィルタ ーバスケットが閉まった状態で、保温
プレートからポットをはずすと、しずくもれ防止
キャップのパッキンが閉まり、フィルタ ーバス
ケットからコ ー ヒ ーが落ちるのを防ぎます。

バネ

キャップ

L 
/ 

パッキン
ふ―;

••• !!..! 
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おいしいコ ー ヒ ーを楽しむためのポイント

●抽出後はすぐに飲む

長時間保温をすると、 コ ー ヒーが煮詰まって

しまいます。

なるべく早めに飲むようにしましょう。

●コ ー ヒー豆は新鮮なものを使う

己いコ ー ヒー豆は酸化が進んでしまいます。

コ ー ヒ ー豆は2~3週間で使い切れる量を購入

しましょう。

●お好みのコ ー ヒ ー豆を使う

コ ー ヒ ー豆の種類によって、 酸昧、 苦昧、 香り

などがことなります。

お好みの昧を探してみましょう。

5 
新鮮

疇●

初めてお使いになるときは

●フィルタ ーバスケット、 ペーパー レスフィルタ ー、 ポット

→本体から取りはずし、 温水と中性洗剤で洗浄します。 よくすすいだ後、 再び取り付けます。

（フィルタ ーバスケットの取りはずし／取り付け方は13ページを参照してください）

●計量スプーン

→温水と中性洗剤で洗浄します。 よくすすいだ後、 乾かしておきます。
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コ ー ヒーを作る

ー水タンクに水を入れます。

水タンクの目盛りを目安にして、 作る

コ ー ヒーの量の水を入れます。

●目盛りの数字が、 コ ー ヒーカップの

杯数に対応しています。

●本製品では、 コ ー ヒ ーカップ1杯を

約120mlとしています。

●MAX目盛り以上は水を入れないで

ください。

●ポットの目盛りは、 でき上がりの目

安です。

5
-
5

4
-

3
-

2
-

L--l 

目盛り

2
 

3

フィルターバスケットのタブを持ち、

フィルターバスケットを開けます。

タブ

ペーパー レスフィルター、または市販のペーパー

フィルタ ー （サイズ：1X2または102)をフィル

ターバスケットに入れます。

お知らせ

市販のペーパーフィルター を使用する場合は、

付属のペ ー パー レスフィルタ ー は使用しませ

ん。
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4 付属の計量スプーンでコー ヒー粉を入れます。

コ ー ヒー粉の量の目安は、 お使いになるコ ー ヒー

粉の使用方法にしたがってください。
本製品は約120mlをコ ー ヒ ーカップ1杯分として
抽出します。

お知らせ
付属の計量スプーンは、 すり切リで粉の量が約
7gになります（コ ー ヒ ー粉の種類により、 若干
重さが異なります）。

5 フィルタ ーバスケットを閉じます。

カチッと音がするところまで 確実にフィルタ ー

バスケットを押し込んでください。

6 ポットを保温プレートの上にセットします。

ポットをうまくセットできない場合は、 フィル
夕 ーバスケットがしっかりと閉じているか確認し
てください。

〇注意

ポットはふたをして保温プレートの上に確実
にセットしてください。
正しくセットされていないと、 しずくもれ防
止キャップが開かず、 フィルタ ーバスケット
からコ ー ヒー があふれるおそれがあります。

7 電源プラグをコンセントに差し込みます。

カチッ
／ 

{ 
口

，

 



コ ー ヒ ー を作る（続き）

8 -iボタンを押し、電源をオンにします。
ハイロットランプが点灯し、 コ ー ヒーの抽出が始まります。

＼ 

電源ボタンを押した後に、「AROMA」ボタンを押し、 アロマモー ドを作動させます。

\＼---／-

ァロマモー ド作動中は、「AROMA」ボタン

のランプが点灯します。

くアロマモー ド＞

コ ー ヒーを蒸らしながらじっく

りと抽出することで、 より香

り高いコ ー ヒ ー を楽しむこと

ができる機能です。

◎注意

●コ ー ヒ ーを抽出している間は、フィルターバスケットを開けないでく

ださい。 蒸気が吹き出し、 やけどの原因になります。

●コ ー ヒーを抽出している間は、 本体からポットをはずさないでくださ

い。フィルターバスケットからコ ー ヒ ーがあふれるおそれがあります。

●コ ー ヒ ーメ ーカ ーをキャビネットなどに入れて使わないでください。
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，抽出が終わったら、コー ヒ ーを注ぎます。

アイスコ ー ヒーを作る場合
グラスの8分目まで氷を入れ、 コ ー ヒ ーを注ぎます。

10 保温をしない場合は、電源ボタンを押して電
源をオフにしたあと、電源プラグをコンセン
トから抜きます。

＼ 

〇注意

●連続してコ ー ヒ ーを作る場合は、 一度電源をオフにしてから、 10

分以上お待ちください。

本体が熱いうちに水タンクに給水すると、 蒸気が吹き出し、 やけど

の原因になります。

●本体電源ボタンをオンにしたままの場合、 加熱・保温状態が続き

ますので、 ご注意ください。

コ ー ヒーを保温するときは・・・
抽出が終わった後、 霊源をオンにしたままにすると、 コ ー ヒ ーが約30分間保温されます。

長時間保温すると、 風味が損なわれますので、 早めにお召し上がリください。

また、 使用後は必ず電源をオフにしてください。

ミネラルウォーターを使う場合は・・・
ミネラル成分により、 コ ー ヒ ーメ ーカ ーに水あかが付着しやすくなりますので、 こまめに

お手入れをしてください。
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お手入れ

使用後のお手入れ

＇フィルタ ーバスケット・ペーパー レスフィルタ― 1

本体から取りはずし、温水と中性洗剤で洗浄します。
洗浄後、よくすすいで乾燥させてください。

お知らせ
コー ヒ ーを抽出すると、フィ
ルタ 一 部やプラスチック部
が着色されることがありま
す。

一
フィルタ ー バスケットに水を貯
め、しずくもれ防止キャップを数
回押し上げ、キャップにつまった
コー ヒー粉などを洗い流します。
※パッキンなど小さな部品があ
ります ので、誤って分解しない
ょうにご注意ください。

雷源プラグをコンセントから抜き、本体が冷めるの
を待ってから、柔らかい布で拭いてください。
頑固な汚れには濡らした布に中性洗剤を含ませて
から拭きとってください。

本体から取リはずし、温水と中性
洗剤で洗浄します。
洗浄後、よくすすいで乾燥させて
ください。

〇注意

●故障の原因になりますので、コ ー ヒーメ ーカ 一本体を水につけること
は絶対におやめください。

●磨き粉や金属タワシ、漂白剤などを使うと傷がついたり、変色するお
それがありますので、使用しないでください。

●フィルターバスケットには小さな部品（バネ、パッキンなど）があります
ので、洗い流さないようご注意ください。

●監督者なしで小さなお子さまにお手入れをさせないでください。
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フィルターバスケットの取りはすし／取り付け方

■取りはすし方

水タンクのふたを開け、 フィルターバスケッ

トを持ち上げて取り外します。

■取り付け方

フィルターバスケットの上下にある突起を、 フィルターバスケットの取り付け穴に

差し込みます。

取り付け穴

突起
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お手入れ（続き）

水あかを落とす

約40回のご使用ごとに水あかを除去するお手入れをすると、 永く製品をお使いいただくこと

ができます。

1 フィルターバスケットにペーパー レスフィルターをセットします。

2 保温プレートにポットをセットします。

3 水タンクに目盛り5までの水と9gのクエン酸を入れてかき混ぜます。

4 電源プラグをコンセントに差し込み、 電源をオンにします。

水タンク内の水が目盛り4まで減り、 ポットにコー ヒー 1杯分のお湯が
たまったら、 電源をオフにします。

6 1時間放置します。

7 再び電源を入れ、 水タンク内のクエン酸溶液が空になるまで待ちます。

8 電源をオフにし、 保温プレートが十分に冷めたら、 ポットの湯を捨て、
ポットを水で洗います。

， 再度保温プレートにポットをセットし、
水のみで2~3回ドリップ（水のみで抽出）します。

お知らせ

クエン酸は柑橘類に多く含まれ、 食品添加物にも使用されていますので、 衛生上無害

です。

14 
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故障かなと思ったら

お問い合せや修理を依頼される前にご確言忍ください。

このようなとき 原因 対処方法

コンセントにプラグが入って プラグを確実にコンセントに
いない。 差し込んでください。

抽出が開始されない
水タンクに水が入っていな

8ページの手順に沿って、
水タンクに水を入れてくださ

い。
い。

ポットが正しくセットされてい
9ページの手順に沿って、
ポットを正しくセットしてくだ

ない。
さい。

コ ー ヒーがポットに 細挽きの粉を使用すると、
出てこない フィルターが目づまりを起こ

コ ー ヒー粉が細かすぎる。 すことがあります。

中挽きのコ ー ヒー粉を使って
ください。

フィルターバスケットが正し
13ページの手順に沿って、
フィルターバスケットを正しく

くセットされていない。
セットしてください。コ ー ヒーがあふれる

MAX（満水）目盛りより多く水 水量をMAX（満水）目盛り以
が入っている。 下に減らしてください。

抽出に時間がかかる 水あかがついている。
14ページの手順に沿って、
水あかを落としてください。

ァロマボタンが
電源が入っていない。

電源ボタンを押してから、 アロ
点灯しない マボタンを押してください。
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製品仕様

コ ー ヒーメーカ ー メゾン

定格電圧 100V 

定格周波数 50-60Hz

定格消費電力 600W 

温度ヒューズ 216℃ 

幅 約17.5cm

サイズ（全体） 奥行き 約21.0cm（取っ手含む：約23.5cm)

＝向→
＜＿ 約27.0cm

質冒（全体） 約1180g

電源コ ー ドの長さ 約1.5m

最大使用水量（タンク容量） 0.6L 

※仕様、デザイン、価格等は変更になることがありますのでご了承ください。
※本製品は日本国内のみで使用できます。
※本製吊は中国製です。
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